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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

問 

　

寒
冷
期
と
な
り
、
県
内
で
も
、
新

規
感
染
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
も
P
C
R
検
査
の
体
制
の
拡
充
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

で
、
P
C
R
検
査
の
機
器
を
導
入
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
ど
の
く
ら
い
の
数
の
検
査

が
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
が

対
象
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
、
P
C
R
検
査
機
器
を
購
入
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
検
査
用
の
キ
ッ
ト
が
十

分
に
入
手
で
き
な
い
状
況
で
す
。
院
内
で
実

施
す
る
P
C
R
検
査
に
つ
い
て
は
、
主
に
緊

急
で
の
入
院
や
、
手
術
が
必
要
な
方
に
行
っ

て
い
ま
す
。
検
査
キ
ッ
ト
は
、
現
在
、
月
10

件
ほ
ど
し
か
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
今
後
も
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問 

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に

P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
ら
検
査

を
行
え
る
体
制
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
療
用
コ
ン
テ
ナ
を

使
用
し
て
、
出
来
る
限
り
早
期
に
、
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
と
し
て
検
査
が
で
き
る

体
制
を
整
え
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
医
療
用
コ
ン
テ
ナ
が
ド

イ
ツ
製
の
た
め
、
輸
入
し
て
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
と
の
物
流
が

壊
滅
的
に
滞
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
も
設
置

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
医
療

用
コ
ン
テ
ナ

を
使
用
し
な

い
方
法
で
設

計
を
作
り
直

し
、
年
内
の

設
置
を
目
指

し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま

す
。国

民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

問 

　

国
保
税
は
、
協
会
け
ん
ぽ
や
大
企

業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
組
合
健
保
よ
り
も
、

は
る
か
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加

入
者
の
所
得
が
低
い
の
に
、
保
険
税
が
一
番

高
い
、
こ
の
矛
盾
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
高

過
ぎ
る
保
険
税
が
低
所
得
者
を
苦
し
め
、
生

活
に
困
窮
す
る
人
が
、
医
療
を
受
け
る
権
利

を
奪
わ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
が
都
道
府
県
化
と
な
り
、
来
年
度
で

４
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
市
の
国
保
税
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、

１
月
末
に
、
確
定
係
数
に
よ
り
算
定
さ
れ
た

令
和
３
年
度
標
準
保
険
税
率
が
示
さ
れ
、
そ

の
動
向
は
、
現
行
税
率
を
上
回
る
見
込
み
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
状
況
を

踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
の
保
険
税
率
に
つ
い

て
も
、
現
行
税
率
を
据
え
置
き
す
る
方
向
で
、

予
算
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
元
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
の
均

等
割
の
独
自
軽
減
や
、
多
子
世
帯
の
国
保
税

の
減
免
な
ど
、
新
し
い
形
の
国
保
税
軽
減
策

を
導
入
す
る
動
き
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
独
自
軽
減
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

近
年
で
は
、
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
子
ど
も
の
均

等
割
や
多
子
世
帯
に
対
す
る
減
免
を
独
自
に

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
、
国
の
動
き
と
し
て
、
令
和
２
年
５
月

29
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
少
子
化
社
会
対
策

大
綱
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
支
援
、

教
育
費
負
担
の
軽
減
と
し
て
、
子
育
て
や
教

育
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
の
数
に
応
じ
た
国
保
税
の
負
担
軽
減

を
行
う
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
な
ど
を
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
県
や
全
国
市
長
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

国
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の

動
向
も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問 

　

来
年
４
月
か
ら
、
日
向
小
学
校
が

移
転
し
、
新
た
な
校
舎
で
開
校
し
ま
す
が
、

通
学
路
の
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

令
和
３
年
４
月
に
開

校
す
る
、
日
向
小
と
山
武
西
小
の
統
合
小
学

校
は
、
旧
山
武
南
中
学
校
を
活
用
し
、
通
学

環
境
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
２
年
前
よ
り
統

合
準
備
委
員
会
を
中
心
に
、
通
学
路
、
通
学

方
法
を
検
討
し
、
通
学
バ
ス
の
導
入
と
と
も

に
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

安
全
対
策
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
に
関
わ

る
警
察
や
土
木
事
務
所
、
市
関
係
部
局
と
学

校
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
２
回
の
現
地
確
認

を
含
む
３
回
の
協
議
を
行
い
、
新
小
学
校
付

近
の
横
断
歩
道
２
カ
所
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
１

カ
所
、
そ
の
他
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
、
路

側
帯
等
の
路
面
標
示
な
ど
の
工
事
を
開
校
に

向
け
て
行
う
予
定
で
す
。
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